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第第第第 11111111 期期期期    第第第第５５５５回回回回    男女平等参画推進審議会男女平等参画推進審議会男女平等参画推進審議会男女平等参画推進審議会議事録議事録議事録議事録（（（（要旨要旨要旨要旨）））） 

開 催 日 時 平成２４年２月２日（木）午後７時～９時 

開 催 場 所 立川市女性総合センター 第２学習室 

出 席 者 

露木肇子、長島佐恵子、野中映、佐舘泰延、中村陽子、佐藤良子、矢野美智

子、太田靖敏、片野勧 

事務局（部長以下５名） 

傍 聴 者 1名 

配 布 資 料 

・ 立川市第 5次男女平等参画推進計画実施状況報告書（平成 22年度年次報

告）に対する評価及び意見について（答申） 

・ 立川市第 5次男女平等参画推進計画実施状況報告書（平成 22年度年次報

告） 

・ 男女間における暴力に関する調査報告書 

議 事 １１１１    開会開会開会開会    

２２２２    総合政策部長総合政策部長総合政策部長総合政策部長のののの挨拶挨拶挨拶挨拶    

３３３３    議事議事議事議事    

            協議事項協議事項協議事項協議事項    

・ 立川市第立川市第立川市第立川市第５５５５次男女平等参画推進計画実施状況報告書次男女平等参画推進計画実施状況報告書次男女平等参画推進計画実施状況報告書次男女平等参画推進計画実施状況報告書（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年度年次年度年次年度年次年度年次

報告報告報告報告））））についについについについてててて    

    

    

会長    それでは第 11 期第５回男女平等参画推進審議会の議事を進め

させていただきます。今日は取りまとめた報告書について最終

確認をいたします。事務局から説明をお願いします。 

男女平等参画課長 前回の審議会で大まかな方向性が決まったと思います。

それに基づいて１月中に各グループのリーダー・・・・をして

いただき、委員Ｃからはテーマ１とテーマ２のコメントの部分

の記載をいただきまして、それをまとめたものを会長と副会長

にお送りして、確認をしていただきました。お二人からは了承

を得ることができましたので、答申案を皆様にお送りいたしま

した。皆様にお送りしたところ誤字等のご指摘がありましたの

で修正をいたしました。本日お配りした答申案は最終的な答申

案です。 
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会長    皆様のご協力のおかげでこのような答申案が出来上がりまし

た。ありがとうございました。これから、答申をするというこ

とになりますが、今一度この答申案について確認していただ

き、そのうえで答申したいと思います。事前にお送りしている

ので、すでにご確認されているとは思いますが、少しお時間を

取りまして再度ご確認をお願いしたいと思います。 

委員Ａ   答申の６ページの主要テーマ４の（１）にある血肉化されたジ

ェンダー意識とはどういう意味でしょうか。 

委員Ｂ   体の一部になっている。自然なものとなっているという意味で

す。 

委員Ａ    １ページに男女１人ひとりとありますが、１人というふうに

算用数字を使うのは一般的ではないと思います。 

会長    ここは修正するということでよろしいでしょうか。 

      他には無いようですので答申をいたします。 

      では、先ほどの１人を直していただくことを付け加えまして、

この内容で答申とさせていただきます。 

男女平等参画課長 会長から総合政策部長へ答申書をお渡ししていただき

ますよう、お願いいたします。 

総合政策部長 本日を入れて５回にわたり、熱心に議論していただきまして

ありがとうございました。出だしは躓きもありまして、誠に申

し訳ございませんでした。そんな中でも様々なご意見をいただ

きまして良い答申をいただいたと思っております。市としまし

ては、来年度、自分たちの評価だけではなく、第三者の目で評

価制度をチェックしていただくこととしております。この男女

平等参画の評価は一つの方向性を示していただけたのではな

いかと思っております。今後はしっかりと実践に結び付けてま

いりたいと思います。これは男女平等参画課だけの問題ではな

く全庁的な問題ですので、全庁的にこの答申をしっかりと受け

止めさせていただきたいと思います。本当に長い間、熱心にご

議論していただきましてありがとうございました。また、今後

ともご指導賜りたいと思います。 

会長    引き続きまして、報告事項をお願いいたします。 

男女平等参画課長 昨年の七月から八月にかけまして、無作為抽出で選んだ

市民2,000人を対象に男女間における暴力に関する調査を実施

いたしました。回収率は 41.6％で 832 名の方から回答を頂きま

した。調査項目は大きく分けますと、夫婦間での行為における
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暴力としての認識、配偶者等からの被害経験、交際相手からの

被害経験、相談窓口の認識、男女間の暴力を防止するために必

要なこと、被害者救済のために必要なことの 6 項目です。75ペ

ージからは記述式の項目です。自由意見は非常に充実してい

て、真摯に回答していただいており、茶化した回答などは見当

たりませんでした。また、回収率 41.6％というのも決して低い

数字ではありませんで、市民の関心が高いということを感じま

した。男女間における暴力に関する調査の件は以上です。 

      次にワーク・ライフ・バランス推進事業所認定についてです。

現在第１回目のワーク・ライフ・バランス推進事業所の募集を

行っているところですが、今のところ 2 つの事業所から申請を

いただいております。3月 30 日まで申請を受け付けまして、認

定された事業所には男女平等フォーラムなどで認定式をした

り、ホームページや広報で市民の方に取り組みを紹介していく

予定です。 

男女平等参画課長 このチェックシートは啓発も兼ねて行っております。 

会長    最後に右も左もわからない状況で会長を務めさせていただき

ましたけれども、わたくしが一番勉強をさせていただいたと思

います。これからも引き続きお世話になりますのでよろしくお

願いいたします。それでは、以上で本日の審議会を終了いたし

ます。ありがとうございました。 

 

 


